地域医療連携推進法人　令和６年度事業報告（概要）
 １．地域医療連携推進法人北河内メディカルネットワーク 資料10

設立登記日：令和元年6月13日
参加法人等：14法人
・社会医療法人山弘会（上山病院）　・医療法人河北会（河北病院）
・学校法人関西医科大学（関西医科大学附属病院、関西医科大学総合医療センター、関西医科大学香里病院、
関西医科大学くずは病院）　・医療法人亀廣記念医学会（関西記念病院）、
・医療法人（社団）有恵会（香里ヶ丘有恵会病院）　・医療法人清水会（もりぐち清水会病院）
・医療法人道仁会（道仁病院）　・医療法人和敬会（寝屋川南病院）　・医療法人りんどう会（向山病院）
・医療法人毅峰会（吉田病院、青樹会病院）　・社会医療法人美杉会（佐藤病院）
・医療法人敬節会（敬節クリニック）　・社会医療法人信愛会（畷生会脳神経外科病院、交野病院）
・小西由香里（松島病院）

（１）医療連携推進に資する事業
＜ 医療安全・感染対策・能力開発における共同研修及び相互派遣 ＞
○ 共同研修を実施
○ 関西医科大学が実施する看護師復職支援事業を支援し、参加法人内での受講生募集案内の配布協力と参加法人の看護師求職情報の収集と情報提供を実施
○ 関西医科大学が実施する看護師特定行為研修について参加法人内で受講募集を行い、上山病院の看護師1名の受講が決定
＜ 医療事故や感染症発生等の緊急時における情報共有及び相互支援 ＞
○ 医療安全、感染対策に関する資料や情報の共有を推進
○ 感染対策の状況についての現場ラウンドなど、感染対策に関するノウハウの共有と質の向上に向けた取組みを実施
＜ 検査機器・情報機器の共同利用 ＞
○ 関西医科大学附属病院の検査機器（放射線部門）の外部予約システムの運用
（北河内メディカルネットワークのホームページ上から、CT、MRI、PET-CT等の放射線検査の予約・依頼。）
＜ 医薬品・医療機器の共同価格交渉 ＞
○ 令和6年6月からコピー用紙や文房具といった一般汎用品、令和7年3月から針やシリンジといった主に看護師が使用する医療機器・医療材料についてKMN価格で購入できる体制を整備
＜ 診療機能の分担強化 ＞
　　○ 空床状況閲覧システムの可能性について、引き続き情報収集を実施
＜ その他 ＞
　　○ 厚生労働省が実施する令和6年度医療施設経営安定化推進事業の一環として行われた
「地域医療連携推進法人が行う取組に関する調査研究」に協力
（２）介護事業その他地域包括ケアの推進に資する事業
○ 医療安全や能力開発等の研修においても介護従事者の参加を積極的に受け入れ、幅広い職種を対象とした研修会を実施
（３）その他の事業
なし

 ２．地域医療連携推進法人弘道会ヘルスネットワーク 
設立登記日：令和元年6月13日
参加法人等：3法人
・社会医療法人弘道会（守口生野記念病院、萱島生野病院、寝屋川生野病院、守口老人保健施設ラガール、
寺方老人保健施設ラガール、弘道会訪問看護ステーションラガール）　・医療法人つむき内科クリニック
・社会福祉法人弘道福祉会（守口金田ケアセンターラガール、門真ケアセンターラガール）

（１）医療連携推進に資する事業
＜ 脳神経外科領域における切れ目ない連携 ＞
○ 弘道会ヘルスネット（ICTネットワーク）の利用、MRI、CTの共同利用
＜ 医療・介護従事者の相互派遣・人事交流 ＞
　○ 専門職員の派遣、出向
＜ 医療・介護従事者の育成 ＞
　○ 合同研修会、合同学術研究会の開催
＜ 医薬品・医療機器の共同購入・共同利用の推進 ＞
　○ MRI、CTの共同利用
　○ 医薬品の値下げ交渉及び共同価格での購入の交渉
＜ 患者・利用者情報の共有化 ＞
○ 弘道会ヘルスネット（ICTネットワーク）の利用
＜ 患者・利用者の紹介、逆紹介の推進 ＞
　○ 病診・病病連携、医療介護連携の実施
＜ 情報発信の共有 ＞
　　○ 地域連携フォーラム、市民公開講座等
＜ 地域包括ケアの推進 ＞
○ 訪問クリニックと訪問看護ステーション等による連携
○ 弘道会ヘルスネット（ICTネットワーク）の利用
（２）介護事業その他地域包括ケアの推進に資する事業
＜ 入院患者の在宅療養生活に向けて円滑な移行を促進 ＞
○ 弘道会ヘルスネット（ICTネットワーク）の利用
○ 在宅訪問クリニックと訪問看護ステーション等による連携
＜ 要介護者急変等への対応のための病院と介護施設の連携強化 ＞
○ 入院等の相互支援
○ 看取り患者の連携（病院、訪問看護ステーション、施設）
＜ 在宅支援病院、訪問看護ステーション、診療所、介護施設と連携を強化 ＞
○ 在宅訪問クリニックと訪問看護ステーション等による連携
○ 弘道会ヘルスネット（ICTネットワーク）の利用
（３）その他の事業
なし

 ３．地域医療連携推進法人泉州北部メディカルネットワーク 
設立登記日：令和3年6月16日
参加法人等：2法人
・泉大津市（泉大津市立周産期小児医療センター、泉大津急性期メディカルセンター）　・社会医療法人生長会（府中病院）

（１）医療連携推進に資する事業
＜ 医療従事者の相互派遣と適正配置 ＞
○ 泉大津市立病院・府中病院における医療従事者の確保状況及び再編統合後の診療体制に関するヒアリングを継続
○ 再編統合時の円滑な移行のため助産師の事前出向を実施
＜ 診療機能の分担と連携強化 ＞
○ 泉大津市立病院と府中病院の高度急性期・急性期機能、小児・周産期機能、回復期機能等を円滑に再編するための諸施策の検討を実施
○ 泉大津市立病院・府中病院の病床機能再編にあたり、参加法人間における病床融通を実施
＜ 経営効率化への取り組み ＞
○ 再編統合後の物品調達及び業務委託に関する情報収集と分析を行い、共同発注や共同委託の可能性を検討
〇 再編統合後の病院運営につき、両主体の意見交換を実施
＜ 給食・配食サービスの一元化 ＞
　　○ 院外調理センターの利用可否を検討し、令和６年12月の再編統合時には導入を見送るとの結論を提示
＜ 災害や感染症発生時の医療提供体制 ＞
○ 令和６年12月の新病院稼働状況を踏まえより具体的なＢＣＰ作成に関する議論を実施
＜ 医療従事者の確保・育成に向けた取り組み ＞
　　○ 泉大津市立病院の産科医師の府中病院への派遣を提言
○ 出向後に協働する医師と助産師の情報交換を実施
（２）介護事業その他地域包括ケアの推進に資する事業
なし
（３）その他の事業
なし
 ４．地域医療連携推進法人淀川ヘルスケアネット 
設立登記日：令和4年7月8日
参加法人等：6法人
・社会医療法人愛仁会（千船病院、千船クリニック、介護老人保健施設ユーアイ、
ユーアイデイサービスセンターなごみ、訪問看護ステーションほほえみ、ケアプランセンター千船病院、
ヘルパーステーションちぶね、総合相談窓口あい）　・医療法人福田診療所
・医療法人博悠会（名取病院、介護老人保健施設セレーナなとり、グループホームさくらんぼ、
グループホームさくらんぼ中島、住宅型有料老人ホームクローバー、セレーナなとりデイケア、
訪問看護ステーションなとり、ヘルパーステーションなとり）
・社会福祉法人博陽会（ケアプランセンターフレール、ヘルパーステーションフレール、
デイサービスセンターフレール、西淀川区南西部地域包括支援センター）
・医療法人彰療会（大正病院、大正病院附属産婦人科クリニック）　
・医療法人英仁会（大阪ブレストクリニック）

（１）医療連携推進に資する事業
＜ 医療機能の分担・連携 ＞
○ ワーキンググループ開催（看護・介、リハビリワーキンググループ）
○ 千船病院・名取病院・大正病院間でのCAREBOOK稼働
＜ 患者・利用者へのアウトリーチ ＞
○ 福ハッピーフェスタ開催（計３回）
○ Baycomでの法人活動紹介番組（計61回）
＜ 医療従事者の共同研修、相互交流及び派遣 ＞
○ 急性期病院における認知症高齢者への看護等
＜ 医薬品、診療材料、医療機器等の共同購入・共同利用の調整 ＞
　　○ 名取病院と診療材料共同購入の検討開始
＜ 災害等の緊急時における情報共有及び相互支援 ＞
○ なし
（２）介護事業その他地域包括ケアの推進に資する事業
なし
（３）その他の事業
なし


５．地域医療連携推進法人アゼリアひまわりネット 
設立登記日：令和6年6月21日
参加法人等：2法人
・医療法人尚信会（整形外科河村医院）
・医療法人邦名会（樫原クリニック）

（１）医療連携推進に資する事業
＜ 在宅医療の提供体制における切れ目のない連携 ＞
○　港区在宅医療推進事業の構築を進めており、体制構築後の進め方について情報を共有。
＜ 医療・介護従事者の育成、人事交流 ＞
○　在宅医療、医療体制や介護事業全般にわたって情報を共有。
○　医療・介護従事者の育成、人事交流の体制の構築に向けて検討。
＜ 患者・利用者の紹介、逆紹介の推進 ＞
○　医療や介護の機関特性、地理的条件等において、患者受け入れに困難が生じる症例があり、解決に向けて医療施設との連携を検討。
＜ 感染症発生、災害等の緊急時における情報共有及び相互支援 ＞
　　○　ＭＣＳ（メディカルケアステーション）などのＳＮＳ機能を用いての情報共有体制の構築を検討。
＜ 地域包括ケアの推進 ＞
○ 当連携推進法人の認知度が高くないので、認知度向上に向けた取り組みを検討。
（２）介護事業その他地域包括ケアの推進に資する事業
なし
（３）その他の事業
なし


６．地域医療連携推進法人三島医療圏ヘルスケアネット 
設立登記日：令和6年7月2日
参加法人等：13法人
・社会医療法人東和会（第一東和会病院、第二東和会病院、東和会いばらき病院、東和会クリニック、
介護老人保健施設サンガピア館、ケアプランセンターダイチ、ケアプランセンターともいき、
ケアプランセンターしまもと、訪問看護ステーション東和会、訪問看護ステーションアイ、
訪問リハビリステーション東和会、ヘルパーステーション東和会ハート）　
・医療法人徳生会（武田消化器内科）　・医療法人森口胃腸内科クリニック
・依藤直紀（よりふじ胃腸内科・内科クリニック）
・社会福祉法人恭生会（介護老人福祉施設和朗園、ショートステイ和朗園、グループホーム和朗園、
デイサービスセンター和朗園、ヘルパーステーション和朗園、ケアプランセンター和朗園、ケアハウス佑和、デイサービスセンター天兆園、ショートステイ天兆園、ヘルパーステーション天兆園、ケアプランセンターアイ）　・医療法人もり整形外科リウマチ科クリニック　・医療法人真誠会（とみた整形外科クリニック）
・医療法人明樹会（すぎ胃腸内科クリニック）　・医療法人温心会（やまの内科・胃腸内科クリニック）
・市岡従道（市岡医院）　・医療法人日高会（よこた皮膚科クリニック）　・医療法人横井整形外科医院　
・西本孝（西本医院）

（１）医療連携推進に資する事業
＜ 機能分担、及び、連携 ＞
○ 新たに８医療機関が参加・連携
○ 整形外科クリニックでは、リハビリ療法士の雇用及び育成に課題を感じており、法人内連携による合同勉強会等の開催を企画
＜ 医療・介護従事者の育成 ＞
○ リハビリ療法士を対象とした多医療機関合同勉強会を開催。
＜ 医療・介護従事者の相互派遣 ＞
○ ２医療機関に対しリハビリ療法士を派遣。
＜ 医療DXの推進＞
　　○ 参加法人から第一東和会病院へ、診療・検査に係るオンライン予約システムの導入を検討
＜ 緊急時における情報共有、及び、相互支援 ＞
○ なし
＜ 医薬品・診療材料等の共同購入＞
　○ 必要性に応じて、事務用品などの共同購入から開始を検討
（２）介護事業その他地域包括ケアの推進に資する事業
　　○ 疾患発症後・手術直後等の急性期リハビリ患者に対し、回復期・維持期（在宅）への円滑な連携を目的にリハビリ療法士の多医療機関合同勉強会を開催し、リハビリ療法士の派遣を実施
（３）その他の事業
○ なし


７．地域医療連携推進法人北大阪メディカルネットワーク
設立登記日：令和6年6月24日
参加法人等：53法人
・社会医療法人彩樹（守口敬仁会病院、守口けいじん会クリニック、門真けいじん会クリニック、寝屋川けいじん会クリニック、東寝屋川けいじん会クリニック、つくだ内科・内視鏡クリニック、なみはや内科・内視鏡クリニック）　・医療法人恵和会（あめもとクリニック）　・石井雄二（石井内科医院）　・医療法人裕正会（岩宮整形外科）・井上美佐（北原医院）　・医療法人さかいクリニック（さかいクリニック）　・医療法人塩見クリニック（塩見クリニック）　・田中満（田中医院）　・博多安美（博多医院）　・医療法人橋本クリニック（橋本内科整形クリニック）　・濱本浩（はまもと整形外科）　・村川紘介（むらかわ内科）　・医療法人慈恩会（森脇クリニック）　・医療法人山中クリニック（山中クリニック）　・医療法人健康会（柏木クリニック）　・医療法人仁昭会（堺医院）　・杉本英光（内科・消化器内科杉本クリニック）　・医療法人正幸会（正幸会病院）　・医療法人普愛会髙橋医院（髙橋医院）　・医療法人健優会（髙橋クリニック）　・日高亮子（竹野クリニック）　・谷澤洋（たにざわクリニック）　・医療法人寺西内科（寺西内科）　・医療法人祥輝会（冨樫クリニック）　・医療法人博仁会（長瀬診療所）　・中塚泰彦（中塚医院）　・医療法人七ふく会（ふくいクリニック、七ふくハートクリニック）　・外山学（益田診療所）　・医療法人俊弘会（室谷クリニック）　・医療法人隆生会（やすだ泌尿器科クリニック）・社会福祉法人ロータス福祉会（特別養護老人ホーム門真荘）
・医療法人いそわクリニック（いそわクリニック）　・医療法人革島会（革島クリニック）　・神戸尚史（神戸医院）　・医療法人隆成会（なんば胃腸科内科）　・三宅絵奈（みやけ眼科）　・医療法人山下医院（山下医院）　・坂井陽祐（さかいクリニック）　・社会医療法人信愛会（畷生会脳神経外科病院、交野病院）　・医療法人林内科医院（林内科医院）　・社会医療法人山弘会（上山病院）　・竹内幸俊（竹内医院）　・片山恒（かたやま内科クリニック）　・博多　尚文（はかたクリニック）　・医療法人津久田医院（津久田医院）　・稲田　陽介（いなだ整形痛みのクリニック）　・福井　秀雄（ふくい内科クリニック）　・竹藤 晃介（こまくさ在宅クリニック）　・髙瀬　友久（髙瀬医院）　・医療法人友仁会（野崎駅前しんご内科糖尿病・甲状腺クリニック）　・小林　誉典（小林眼科）　・医療法人竹吉整形外科（竹吉整形外科）　・医療法人くぼた整形外科（くぼた整形外科）

（１）医療連携推進に資する事業
＜ 機能分化の確立＞
○ ホームページを活用して地域連携を強化している。
○年２回『顔の見える病診連携懇話会』を実施し、各施設の特色をPRするなど、スムーズに紹介しあえる関係を築いている。
＜ 医療の質の向上＞
○ 会員用ページにて医療安全、感染、倫理、接遇などの研修動画やマニュアルを公開しており、参加施設の職員教育に寄与できるシステムを構築している。
＜ 医療資源の削減＞
○ 共同購入カタログを作成（毎年更新）、キャンペーンの実施、備品購入の際に情報共有を行い、スケールメリットを活かし、経費削減に努めている。
＜ 非常事態時の医療提供体制＞
　　○ 日々の相互連携を通じて、緊急時の医療従事者の派遣、医療物資の共有を行う。
（２）介護事業その他地域包括ケアの推進に資する事業
＜地域包括ケアの効率化＞
○ 会員用ホームページにて施設間の交流を図れるように検討中。
＜ 在宅・施設療養患者の急変時の医療・介護の連携＞
　　○ 年２回『顔の見える病診連携懇話会』を実施し、交流を図っている。

（３）その他の事業
○ なし


